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論文タイトル 







Part 1 Theoretical Framework 
 Chapter 1 Introduction 
 Chapter 2 Politics through Literary Lens: Definition and Literature Review 
 
Part 2 Historical Context 
 Chapter 3 The When’s and How’s: Thai Novel in Retrospect and the Development of 
Thai Political Novel 
 Chapter 4 The Epitome of Thai political Novel in the 1970s: A Comparative View of 
The Pigeon, The Minister and The Wind 
 
Part 3 The Decades of Thai Political Novel(1980-2009) 
 Chapter 5 Thai Political Novel in the Post-1970s: Whereabouts and Trends 
 Chapter 6 The Readership of Contemporary Thai Political Novel: A Survey on 
University Students 
Chapter 7 Discourse in Thai Political Novel: A Critical Approach 
Chapter 8 Conclusion: From the Past to Present 
 
Ⅱ、論文の概要 
本論文の大まかな見取り図は、図１として示すことができる。 
本論文は、３部からなる。第一部（第１、２章）は序論と先行研究のレビュー、第二部
（第３，４章）は、歴史的背景、第三部（５，６，７，８章）は、１９８０年からの３０
年間のタイ政治小説の同定、読者、言説パタンの分析である。 
 各章毎に要約すると以下の通りである。 
第１章は、序論である。タイの１９７０年代は、政治小説の黄金時代と言われ多数の政
治小説が書かれた。この時期の政治小説については、比較的豊富な先行研究が存在する。
しかし、それ以後、２００９年に至る３０年間については、どのような政治小説（短編小
説は含めない）がどのくらい存在したのかについてさえ先行研究は存在していないのが実
情である。それ故、本論文の主要な課題は、上記期間に刊行された、タイ人の手になるタ
イ語政治小説の実態、内容の傾向、その読者を明かにすることである。 
このために、本論文では、第一に、タイにおける小説の発展、中でも政治小説の発展を
歴史的に跡づけ、第二に、１９８０年代以降の政治小説をできるだけ広汎に見つけ出し、
その内容をそれ以前の時代のものと比較する。第三に、１９７０年代の政治小説の読者は
圧倒的に大学生であったが、現在の大学生はどの程度政治小説を読んでいるかを明かにす
る。第四に、これらの政治小説の内容についてテクストが作られた権力状況を考慮に入れ
ながら言説分析を行う。第五に、政治小説に、現実の社会的条件、イデオロギー、歴史あ
るいは政治状況がどのように織り込まれているかを明かにする。 
第２章は、政治小説の定義、政治小説についての研究史のレビュー、 
タイで小説は「ナワ・ニヤーイ」と訳されているが、これは１９２８年の造語である。物
語を意味する「ニヤーイ」に新しい（ナワ）が付加されて近代的小説(Novel)の訳語として
用いられるようになったのである。政治小説はタイ語では「ナワ・ニヤーイ・ガーンムア
ン」である。本論文においては、政治小説を「政治的意味があると解釈できるだけの十分
かつ実質的な内容をもつ政治事象、イデオロギー、闘争若しくは経済社会活動をリアルに
描く長編フィクション」と定義する。なお、一つの小説はいくつかのジャンルを併せもつ
ことが多く、政治小説に分類できるかどうかは、読者に政治的影響を与えたか否かという
主観的要素もあることは否めない。 
第３章は、タイにおける近代小説の起源と発展および政治小説の展開 
タイ文化に近代西欧の影響が及ぶのは１９世紀半ば以降である。この頃発行されるように
なった同人誌に短編小説（Short Story）が出現した。長編フィクションのタイ語の最初の
小説は、１９０２年に刊行された、マリー・コレリの『ヴェンデッタ』の翻訳である。タ
イ人作家の手になる最初の小説は、１９１５年に刊行されたクルー・リアム著『復讐せず』
まで待たねばならない。政治小説は、１９３２年立憲革命の直前に刊行されたクラープ・
サーイプラデット著『人生の闘い』に始るという説がある。確かに同書は社会の貧者への
同情は示されているが、内容はラブストリーである。タイ最初の政治小説は、パタヤーに
おける共産主義者の中国系僧侶と住民の闘いをテーマとしたダーウハーン著『パタヤー』
である。同書は１９４２年に新聞に連載された後、１９５２年に一冊に纏められて刊行さ
れた。 
第４章は、１９７０年代の政治状況の中における代表的な政治小説、スワット・ウォラ
ディロック著『赤い鳩』（１９７５年刊）、ドウアンチャイ著『女性閣僚』（１９７６年刊）、
クルッサナー著『向きを変えた風』（１９７７年刊）について検討する。３著者とも有名作
家であり、１９７３年１０月１４日の学生革命以降の民主化の中で読者の政治関心の高ま
りに呼応した作品である。第一の作品は、訪中したタイ人青年とタイからの帰僑女学生を
主人公として、社会主義的な言説でタイ政治社会への批判と変革指向という機能をもって
いる。第二の作品の著者は、チュラーロンコーン大学の国際政治の女性教授でもある。本
作品は副外相に就任した女性の、インドシナ近隣諸国の共産化の中で共産中国をどう理解
しどう付き合うべきかという国際関係の言説を中心に描き、読者に対する政治教育的な機
能をもっている。最後の作品の著者は、家庭や愛情をテーマとして来た女性流行作家であ
るが、本作品では左翼青年と交際相手の女性の保守的な家庭との葛藤を描いている。前二
者のような明確な方向性はないが、社会情況をよく反映した作品である。 
第５章は、１９８０年以降の３０年間の政治状況を踏まえたうえで、この時期に刊行さ
れた政治小説を取り上げる。前述したように、この時期の政治小説を対象とした本格的な
先行研究は存在しない。５５冊の政治小説を同定し、政治イデオロギー、政治活動、政治
制度を中心的なプロットとしたハードな政治小説と、政治的な内容が隠されているかある
いは副プロットであるソフトな政治小説とに二分して、それぞれの内容を簡略に説明した。
更に、１９８０年以降の政治小説の顕著な傾向として、順調な経済発展を背景として社会
主義・階級間格差を扱った作品が減少し民主化の諸問題をテーマとした作品が増加したこ
と、グローバル化の中で外国の政治を扱った作品が増加したこと、現在および近い過去に
実際に生じたことを織り込んだリアリズムの継続の３点を挙げることができる。 
第６章は、タイ政治小説の読者、即ち消費者についての調査である。約３００人の大学
生を対象として５０項目からなる質問票を用いて調査を実施した。その結果、政治小説は
堅すぎ、娯楽的要素が少ないという通念が確認された。しかし、青年層の読者は依然とし
て政治小説に対する関心を失ってはおらず、政治小説は社会の思想を変える力があると信
じていることが明かになった。このように彼らの政治小説に対する認知度は高いが、同時
に実際に読んでことがある冊数は限られていることも判明した。 
第７章は、５章で同定した政治小説のタイトル・内容を分析し、作家が読者に伝達し、
政治的影響を与えようとする言説パタンの主要なものを、左翼、政治史、外国の政治、政
治経済制度の４面に分けて解明した。この外にも、女性作家の作品に見られるフェミニス
ト的言説、汚職、閥族、麻薬取引、反乱などのパタンについても言及した。 
第８章は、要約、結論である。 
 
Ⅲ、評価 
２０１1 年５月１４日、４名の審査員全員が出席して、面接試験を実施した。 
各審査委員は、本論文の研究上の貢献として次の点を評価した。即ち、第一に、タイにお
ける２０世紀の小説の発展史の中で、政治小説の歴史を詳細に跡づけることに成功してい
ること、第二に、１９８０年以降３０年間のタイの長編政治小説を対象とした最初の本格
的な研究であること、第三に、時間をかけて１９８０年以降の政治小説を同定し、文献調
査のみならず、著者および読者の双方に対してインタビュー調査・アンケート調査を実施
し、かつ、政治小説の内容を分析して傾向と言説の特徴の解明を試みた労作であること、
である。一方で、政治小説が書かれたタイの政治状況を、タイ人の著作ではなく欧米研究
者の著作に依拠して説明したことや、同一議論が何カ所かに分散しているなどの弱点も指
摘された。 
 しかし、本論文の研究上の新たな貢献には見るべきものがあり、また、本執筆者は研究
者として自立して研究を遂行できるだけの十分な能力を備えていることを本論文によって
証明したので、審査員全員は一致して本論文は博士学位論文として合格であると判定した。 
